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Abstract ― We Performed psychophysical experiments 

measuring the saliencies of closed contours whose 

border-ownership (figural side) are pre-assigned. When 

ownership side was assigned toward inner side of contour, 

saliency was high, on the other hand when ownership was 

toward outer side, saliency was low. This difference may 

reflect the existence of interaction between global and 

local ownership signals. 
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1 はじめに 

眼に映る物体像は初期視覚領野の方位選択性細胞群

によって局所的な線分として分析された後，それらを

統合し大域的にどのような形状の輪郭かが知覚され

る．この統合過程は輪郭統合と呼ばれ，知覚体制化の

うちの初期段階の重要な過程と位置づけられる．この

輪郭統合のメカニズムを解明すべく，Fieldらのpath- 

paradigm(ランダムに配置されるガボール・パッチ群

に含まれる滑らかな曲線状に配置されるパッチ群の

検出課題)に基づく心理実験[1]や，Kapadiaらの生理

実験[2]を始めとした様々な研究が行われている． 

 知覚体制化の別の重要な側面の１つに図地分離が

ある． 2次元的網膜像に含まれる複数の領域に対して，

どの領域がどの領域に対して空間的に手前に位置す

るかを特定する過程であり，手前に位置する領域は形

状の印象を伴う図として知覚され，奥に位置する領域

は図の領域の背後に広がる形のない領域として知覚

される [4]．生理実験により輪郭の接する2領域のう

ち図の領域がどちら側であるか(図方向)が視覚領野

のV2,V4などで表現されることが明らかにされており，

border-ownership codingと呼ばれる[6]． 

 これら輪郭知覚と図地知覚との関係を調べた研究

としてKovacs＆Juleszの心理実験[5]がある．前述の

path- paradigmに基づく実験によりランダムなガボ

ール・パッチ中に組み込まれる曲線のsaliency(見え

易さ)を調べたところ，開曲線の場合に比べて閉曲線

の場合のほうが著しく高くなったという．輪郭統合に

よって閉曲線が形成された結果，閉合性の要因により

図としての性質が生じて上記のような効果が表れた

と考えられる．その場合，輪郭統合から図地分離へと

体制化の処理が順に進行したと考えることができる． 

 一方，Kikuchi＆Oguniは図地分離から輪郭統合に影

響を与える場合があるという心理的知見を報告して

いる[3]．彼らの実験ではpath-paradigmの刺激要素の

ガボール・パッチを図としての性質を有しborder- 

ownership(以下，BOと略記)がアサインされる小さな

正三角形に置き換えたものが用いられた．これら三角

形群の各一辺を滑らかな大域的曲線に沿って配置さ

せる.大域的曲線の同じ側に沿って配置させた場合と，

空間的に互い違いに配置させた場合とでは，前者の検

出が容易なのに対して後者は困難であることが明ら

かになった．この結果は，BO属性を有する輪郭要素群

を統合し知覚できること，またBO極性が統一されてい

ないと輪郭知覚が困難であり，図地分離過程から輪郭

統合過程への影響が存在することを示す． 

 ここで，前述のFieldらの開曲線の統合実験を閉曲

線にすると輪郭の見え易さが増加するというKovacs

らの知見を，Kikuchi＆Oguniの実験に適用することを

考える．各局所刺激要素自体がBO極性を有すると同時

に，それら刺激要素群を閉曲線化することによる大域

的なBOも生じる．局所的BOの極性を操作して局所的・

大域的BOの極性が一致する場合と相反する場合との

知覚的相違を調べることで，局所的・大域的BOの相互

作用，ならびにその結果の輪郭知覚への影響について

明らかにするのが本研究の目的である． 

 

2 実験1 

2.1 刺激 

縦16×横16の計256個の仮想的な格子状領域を考える．

領域全体のザイズは6.12°×6.12°である．これら各

格子に１辺の長さが0.17°の正三角形状の線刺激を

埋め込む．1つの試行は2つの刺激画面で構成され，一
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方には滑らかな輪郭に沿ったpathが含まれ，他方には

含まれない．図1(a), (c)に示すようにpathは径

0.92°の円に沿わせ配置する．図1(a)は各三角形の3

辺のうち大域的な円に沿った辺のBOが円の中心方向

を向いており，大域的な円の閉合性によるBOの方向と

一致している(coincident条件)のに対して，同図(c)

では局所的三角形が外側を向いており，局所的なBO

と大域的なBOとが相反している(antagonistic条件)．

これらのpath以外の格子にはランダムな位置・方位の

三角形を敷き詰める(図1(b):coincident条件，同図

(d):antagonistic条件).一方，pathを含まない刺激は

全格子にランダムな位置・方位の三角形を配置する． 

 

(a)                    (b) 

  
(c)                    (d) 

   
図1：2種類のpath．(a) coincident条件.(b) (a)が埋め込まれた

実際の刺激の一部．(c) antagonistic条件．(d) (c)が埋め込まれ

た実際の刺激の一部． 

 

2.2 手続き 

1 試行は試行開始のキー入力，刺激画像 1(600ms)，ラ

ンダムな線分群によるマスク刺激 1(500ms)，刺激画

面 2(600ms)，マスク刺激 2(500ms)，無表示画面・回

答入力待ち，の手順である．刺激画面 1, 2 のいずれ

か一方が図 1(a)または(c)の path を含む刺激で，他

方はランダムな三角形のみの刺激である．被験者のタ

スクはどちらの刺激に path が含まれていたかを 2 肢

強制選択法で回答することである．coincident, 

antagonisticの 2条件 60回分をランダムな順で提示

することで 1セッションとする．3人の被験者(T.S.，

K.E.，H.I.)が 10セッションずつ実験を受けた． 

 

2.3 実験結果 

図2(a)に示すように正答率はcoincident条件のほう

がantagonistic条件より優位に高かった(p<0.01)． 

 

2 実験2 

2.1 刺激 

実験1の2条件のpathで大域的な円の半径を同一とし

た結果，三角形の重心間距離はcoincident条件のほう

がantagonistic条件より短かった．正答率の差がこの

距離の差によるものかを検証すべく，三角形の重心間

距離を2条件とも実験1のcoincident条件と同一にな

るよう円の半径を調整した．他は全て実験1に準じる． 

 

2.2 実験結果 

実験結果を図 2(b)に示す．実験 1に対して coincident

条件の検出率は若干低下した(p<0.05)ものの，実験 1

との変化が認められなかった antagonistic 条件

(p>0.05)に比べ，優位に高かった(p<0.01)． 

 

(a)                      (b) 

  
 図 2：実験結果．(a) 実験 1の結果．(b) 実験 2の結果． 

 

3 まとめ 

閉曲線の図方向を操作することで，閉曲線の輪郭の知

覚の変化の様子を調べた．その結果，局所的・大域的

図方向が一致する場合のほうが相反する場合より検

出率が高かった．この結果は局所的・大域的BOの相互

作用が存在すること，そしてその結果が輪郭知覚に影

響を与えることを示唆するものである． 
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